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International Conference on
Civil and Building Engineering Informatics
土木建築情報学国際会議(2013から隔年(奇数年)開催）
 前身は「アジア建設IT円卓会議」(2007-2012)

JACIC及び土木学会情報利用技術委員会が主催
 現在はAGCEI（アジア土木情報学グループ）が主催
姉妹会議：ICCCBE
International Conference on
Computing in Civil and Building Engineering
 土木建築コンピューティング国際会議(1981-)
 2000年から隔年（偶数年）開催

Computing（計算科学）から Informatics（情報学）へ
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 そもそも「情報学」とは
◦ 「計算機科学」から「情報」中心の考え方へ
◦ より広い視野から情報に関する学問領域を捉えよう
（学術審議会「情報学研究の推進方策について（建議）1998）

 土木分野における情報技術の進展
◦ 例）土木学会での情報関連委員会の変遷
1969年7月 「電算機の利用に関する懇談会」発足

1974年9月 「電算機利用委員会」創設

1983年6月 「土木情報システム委員会」に改称

2002年6月 「情報利用技術委員会」に改称

2012年6月 「土木情報学委員会」に改称

土木工学における情報を専門とする学問を
『土木情報学』(Civil Engineering Informatics）と呼ぶ．
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抽象

具体

実空間

： 情報

外部情報

： 関連
蒔苗(2008)

マクロ

ミクロ
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実空間

抽象

具体

実空間から
情報の取得

思考の
プロセス

投影の
プロセス

予測 完成

時間

土木構造物は見えない情報構造物により構築されている
蒔苗(2008)

マクロ

ミクロ
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 高度成長期時代に建設した社会資本の寿命が到来
 ますます進む都市の集積と過疎化
 少子高齢化社会の到来

国土交通省東北地方整備局「道路施設の老朽化対策」より

米国ミネアポリスI-35W落橋事故
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:I-
35W_bridge_collapse_TLR1.jpg
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蒔苗(2008)に加筆

実空間

抽象

具体

実空間から
情報の取得

予測 完成

時間

政策

計画

設計

施工
計画

施工

は情報の変化点

維持

胎児期 青年期幼年期 成人期

胎児期

老年期
幼年期

第１世代

第２世代

は実空間での事象

マクロ マクロミクロ
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効率化による
工期短縮・品質向上

アセットマネジメントによる
ライフサイクル（スパイラル)の循環適切なインフラ管理による長寿命化
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Δt1 Δt2 Δt3 Δt4 Δt5

Δtd

抽象

具体

情報空間

実空間

思考空間

取得
ジオマティックス

情報の表現・加工
GIS, CAD

CG/VR/AR/TUI

（ ）投影 施工 
情報化施工
ロボティクス

情報マネジメント

運用
ITSなど

ライフマネジメント
アセットマネジメント/
構造物のモニタリング

予測
数値解析/

シミュレーション

人間・社会との情報交換
，Web技術 地域SNS等による情報提供とフィードバック

利用者・住民・人間・地域・社会
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 社会インフラのライフサイクルの中の
『情報』の役割に注目

 土木情報学は，

である。

社会インフラのライフサイクルの中での
『情報』の取得，生成，処理，蓄積，流通，活用を
図るための理論と技術を探求する学問
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 土木情報学を体系的に学ぶためのテキスト

土木情報学－基礎編－
発行：土木学会

情報システムの構築と管理

モデリングとデータベース

ソフトコンピューティング

数値シミュレーション

計画数理

画像処理とコンピュータグラフィックス

図形・空間情報処理

計測・通信・制御

情報

調査・計画
設計 施工

維持管理

土木情報学とは

基礎となる情報理論と技術

土木情報学の将来

応用・事例編
（今後対応を検討）
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 いつでもどこでも学べるE-ラーニング教材の作成
 JMOOCで2019年5月に開講
（受講登録者数は2000人，修了者は828人）
⇒人材育成や自己研鑽のニーズは高い！
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建設プロセスの各種業務の中で

情報技術を高度に活用できる

高度な社会インフラ・建設プロセス実現のための
システム構築ができる

人材育成目標①

人材育成目標②

・大学および社会で活用できる情報リテラシー（情
報倫理を含む）の修得

・情報科学技術に関する基礎的な理論の修得

・土木分野で必要とされる情報科学技術の理解

・CADを用いた設計技術，GISを活用した

　空間情報処理技術の修得．

・測量・実験等を通じたデータ収集と

　統計的処理に関する基礎的技術の修得

教育目標①に加えて

・土木分野で必要とされる情報科学技術の

　理論の修得

・上記理論に基づくプログラミングおよび

　システム構築技術の修得

教育目標①

教育目標②

情報リテラシ（講義または演習）／

情報科学技術の基礎（コンピュータ科学）

土木情報リテラシー（演習）

（2D/3D-CAD・GIS・統計解析等）

プログラミング基礎（演習）

（文法と基本的なアルゴリズム）

プログラミング応用(演習）

（土木情報学に対応した

プログラミング）

土木情報学

全学・学部共通科目

専門教育科目（基礎）

専門教育科目（応用） 14
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 建設ICTの基礎となる理論・技術をまとめたテキスト
 今年6月末に刊行（B5版 204頁 1,700円＋税）

土木情報学－基礎編－

情報システムの構築と管理

モデリングとデータベース

ソフトコンピューティング

数値シミュレーション

計画数理

画像処理とコンピュータグラフィックス

図形・空間情報処理

計測・通信・制御

情報

調査・計画
設計 施工

維持管理

土木情報学とは

基礎となる情報理論と技術

土木情報学の将来

応用・事例編
（今後対応を検討）
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1. 技術融合による建設生産・維持管理システムの構築
2. 情報マネジメントの仕組みづくり
3. バーチャルコンストラクションの実現
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技術の融合

BIM/CIM
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Abstract

Concrete

Actual Space

Information

External 
information

:Relation

ビッグデータ

3次元空間情報

BIM/CIM モデル

動的コミュニケーション

センサー アクチュエータ

データ連携

認識

意思決定支援

AI（人工知能）
(機械学習)

「決定！」

社会インフラ

物理空間（現実空間）

サイバー空間（仮想空間）

人間

IoT

CPS
Society5.0
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 インフラ情報マネジメントとは何か？
インフラライフサイクルを通じて大量の情報が生成される
-> 極めて長期にわたるデジタル情報の維持管理は重要な課題である
-> ライフサイクルを通じて情報をマネジメントするシステムである

 建設情報標準化の意義
◦ 建設情報の標準化（STEP，IFC，SXF等）は，
長期あるいは機関を越えた情報の共有化のために必要な仕組みである．

◦ 長期にわたるライフサイクルの中で情報の管理と活用を行うためには，
物理的情報の標準化のみではなく，組織やプロセスを含めた
情報マネジメントシステムを構築していく必要がある．

情報マネジメントの系統的な枠組みの構築を図る
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 BIM: Building Information Modeling
 CIM: 

[情報]Common Information Model
[製造]Computer Integrated Manufacturing
◦ Civil Integrated Management
◦ Construction Information Modeling / Management
◦ Civil Information Modeling
≒BIM for Infrastructure

20



Makanae Lab
makanae@myu.ac.jp

⇒単なる3次元モデルを作成する仕組みではない！

平面図 正面図 側面図

1

x1 y1 z1

2

x2 y2 z2

3

x3 y3 z3

1
2

3

1
2

3

x

y
z

媒体依存型
情報

空間依存型
情報

形状位置

本質型
情報

モノ

材質価値

1

2

3

路面

中心線形

盛土

道路 属性情報

属性情報

属性情報

製図

2次元

3次元

オブジェクト指向

（プロダクトモデル）
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階層 課題

Layer 1：組織・人 組織・システムの構成・人の教育・訓練

Layer 2：プロセス ライフサイクル全般にわたる

情報マネジメントのプロセスとセキュリティ

Layer 3：アプリケーション 設計・施工・維持管理を支援する

アプリケーション

Layer 4：データ管理 データ管理の仕組みづくり
(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰﾀ/ｱｰｶｲﾌﾞ形式，保存場所，
命名規則，時空間ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ内のﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｼｽﾃﾑ) 

Layer 5：データ構造 データ(情報)モデル(スキーマ)
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階層 課題

Layer 1：組織・人 組織・システムの構成・人の教育・訓練

Layer 2：プロセス ライフサイクル全般にわたる

情報マネジメントのプロセス

Layer 3：アプリケーション 設計・施工・維持管理を支援する

アプリケーション

Layer 4：データ管理 データ管理の仕組みづくり
(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰﾀ/ｱｰｶｲﾌﾞ形式，保存場所，
命名規則，時空間ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ内のﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｼｽﾃﾑ) 

Layer 5：データ構造 データ(情報)モデル(スキーマ)

現在の情報マネジメントの
取り組み

今後，重要になると
考えられる階層
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 棄却される情報をいかに扱うか
◦ ピラミッドモデルでは生成される全ての情報は，
リンクを通じて必ず実空間に接続される

◦ しかし生産プロセスをミクロに見た場合には，
実体に接続されずに，棄却される情報もある

 知識情報を蓄積する仕組みが必要である．
⇒技術継承の支援，自動設計の実現

 ＤＩＫＷピラミッド
◦ 知識マネジメント分野では，

DIKWピラミッドが提案されている
(Rowley 2007, Wallace 2007).

◦ インフラ情報マネジメントにおいても，
DIKWの上位層である知識・知恵を
蓄積・形成する仕組みが必要である．
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情報ピラミッドモデルでは，
全ての情報は実空間の実体に接続

知識・知恵の活用

A
Route I

Route II

Route III

選出

棄却

棄却

意思決定

B

実際の生産プロセスの中では，
実体に接続されることなく棄却される情報も存在

意思決定には知識・知恵が最大限に活用されている！

棄却される設計情報

知識・知恵をBIM/CIMの中で
どのように蓄積・継承していくか
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将来の予測

調査・計画

現実 の時間

設計 施工 維持管理

現実からの
情報取得

現実への

フィードバック

経年変化

仮想モデル

現実モデル

災害・事故等

現実モデルとの整合

修繕計画

補修・改良設計

センサネットワーク

による計測情報
補修・改良

次世代へ

仮想 の 時間

情報空間（サイバー空間）

実空間

合致

外的負荷

次世代インフラ時空間情報マネジメントの確立

仮想

現実
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ご清聴ありがとうございました。
E-mail: makanae@myu.ac.jp

http://www.myu.ac.jp/~makanae/
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